
出荷

○ 夕方や閉店間際であっても商品が豊富に陳列さ
れている。出荷者は朝・昼・夕のいつでも農産物を
持ってきてよい。

○ お客さんと距離感のない接客を心がけ、食べ方
や生産履歴などを話すことが多い。昔の八百屋さ
んの雰囲気を目指している。

○ 通常の蛍光灯に加え、電球も多く設置することで
店内を明るくしている。

○ 搬入用コンテナを３段で並べて農産物を陳列す
ることにより、スペースを効率的に活用している。

【特徴的な取組】

○ 平成８年４月に開設

○ 平成２４年にグランドオープン
○ 『新鮮で・安く・安全』を運営の基本とし、年間を
通して消費者が望む農畜産物を、若い世代から
高齢者までが一体となって販売

○ 今後、セミセルフレジを導入予定

【開設の経緯】
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販売

○ 売上高：8億円（平成26年度）
→ 11億500万円（令和２年度）

○ 来客数：54.5万人（平成30年度）
→ 58.9万人（令和２年度）

○ 従業員数：21人（平成27年度末) 
→ 19人（令和２年度末)

【売上高等の推移】

グリーンセンター豊川
の外観

グリーンセンター豊川

整備

ＪＡひまわり

生産履歴の
提出を義務化

・所在地 ：愛知県豊川市馬場町上石畑65番地
・運営主体：ＪＡひまわり
・取組内容：農産物直売所、農産物加工品の販売、
花き類の販売
・売上高 ：11億500万円（令和２年度）
・来客数 ：59万人（令和２年度）
・雇用者数： 19人（令和２年度末、臨時雇用含む）
・ＵＲＬ：
https://ja-himawari.com/farmars/greencenter/

【事業者の概要】

【今後の展望】

○ 今後もお客さん・出荷者とコミュニティの
場としてあり続けたい。

○ 生産者の高齢化は課題だが、大規模・小
規模の出荷者が混在しているため、様々
な層に対してどのように指導・育成していく
かが鍵と考えている。

生鮮品が並ぶ
店内の様子

愛知県庁と連携して
ブランドみかんを販売

多くの照明で
明るい店内

出荷登録
農家

旬をお届けする直売所!!
安心・安全な農畜産物があふれています。

ＪＡひまわり直売所 グリーンセンター豊川


